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迫
　「元旦あるけあるけ大会」は１月１日、森地区内で開かれ、
地区住民約100人がウオーキングしました。
　あるけあるけ大会は、歩きながら初日の出を拝み、一年の
健康と青少年の健全育成、地域活動を活性化させることが
目的。森公民館を発着点とする約５㌔㍍のコースを歩き、休
憩場所の上

じょう

行
ぎょう

寺
じ

境内では、初日の出を見ながら一年間の無
病息災を祈りました。参加者全員が無事にゴールし、今回が
10回目の参加者には表彰状が贈呈されました。

登米
　「平成31年登米町新春懇談会」（同実行委員会主催、佐藤
貞
てい

一
いち

代表）は１月11日、ホテル望遠閣で開かれ、町内から
86人が参加し、新年を祝いました。
　懇談会では、登米謡曲会が登米能の式三番と仕舞を披露。
式三番は長寿と平和を願い、祝いの席で披露される演目で、
会場からは大きな拍手が送られました。参加者は伝統芸能
を楽しみながら新年の抱負を語り合い、親睦を深めていま
した。

東和
　「登米市文化財防火訓練」は１月27日、米川八幡神社で開
かれ、地域の自主防災組織、消防団員、消防後援会員や婦人
防火クラブ員など約120人が参加しました。
　防火訓練の前に、米川小学校体育館で東和町郷土史研究
会の佐藤直

なお

喜
き

氏による文化財講話があり、参加者は脈々と
伝承されてきた郷土の歴史に深く聞き入っていました。防
火訓練では、先人から受け継いだ貴重な文化財を火災から
守るため、真剣な表情で取り組んでいました。

中田

豊里
　「ジュニアリーダー『赤い鳥』交流＆研修会」（豊里町子ど
も会育成会連合会主催、遠藤たえ子

こ

会長）は12月23日、豊
里公民館で開かれ、市内外から５サークル42人が参加し、
交流を深めながら研修しました。
　この事業は、ダンスやレクリエーションなどの研修を通
して、今後のジュニアリーダー活動を充実させることが目
的。参加者は、危険予知トレーニングやキャンプファイヤー
の練習をしながら、楽しく充実した時間を過ごしました。

石越
　「第65回石越町剣道大会」（石越町剣道協会主催、工藤孝

こう

志
し

会長）は１月20日、石越公民館で開かれ、町内の剣道愛好
家など約50人が鍛錬の成果を発揮しました。
　試合は、参加者が2チームに分かれた紅白戦と、年代別に
5ブロックに分かれた個人戦で競いました。個人戦の後に
は、年代別優勝者による総合優勝杯をかけた試合があり、寒
さを吹き飛ばすように、鋭い気合を掛け合いながら白熱し
た戦いを繰り広げました。

津山
　「第21回登米市民劇場『夢フェスタ水の里』の説明会」は
１月17日、津山老人福祉センターで開かれ、制作委員や地
域住民など約50人が参加しました。
　夢フェスタ水の里は、市内の歴史や逸話を題材に、市民自
らが創り上げる市民劇場です。21回目の題材は、津山町で
化石が発見されたイナイリュウ。太古から現代への歴史を
感じることができる内容に、参加者は興味深く耳を傾けて
いました。公演は、2020年３月に予定しています。

米山
　米山町中津山地区の「交通死亡事故ゼロ3500日達成表
彰式」は１月８日、中津山公民館で開かれ、市交通安全対策
協議会と佐沼警察署から中津山コミュニティ運営協議会
（沼田一

かず

夫
お

会長）へ表彰状が送られました。
　同地区では2009年６月から交通死亡事故ゼロを継続
し、１月６日で3500日を達成。沼田会長は「今後も死亡事
故が発生しないように、地域住民・団体の力を借りながら交
通安全活動をしていきたい」と決意を述べました。

南方
　「交通安全餅餅キャンペーン」（南方地区交通安全指導隊、
佐沼地区交通安全協会南方支部共催）は２月３日、登米みな
み商工会南方支所前の県道交差点で実施されました。
　キャンペーンは、積雪や凍結している冬道の事故防止を
注意喚起することが目的。「気も

・

ち
・

にゆとりをも
・

ち
・

ましょ
う」をテーマに、野菜を混ぜて信号機と同じ３色に加工した
手作りの餅を配りながら、通りかかった自動車の運転手に
笑顔で安全運転を呼び掛けました。

TOWNS TOPICS

　「凧
たこ

作り凧
たこ

あげ大会」（いしのもり地域づくり実践プロジェ
クト主催、瀬戸栄

えい

典
のり

総括リーダー）は１月26日、石森ふれあ
いセンターで開かれ、石森地区の住民32人がオリジナルの
たこ作りに挑戦しました。
　参加者は、思い思いの絵を描いた紙に割竹を付け、たこ糸
を通す作業などを体験。慣れない作業にも工夫しながら丁寧
に進め、完成後はそれぞれの個性光るたこを揚げて楽しんで
いました。


